
「フジテレビの報道体制」 
フジサンケイ広報フォーラム新年1月の月例会は、フジテレビジョン

報道局⾧の川野友裕氏をお招きし、同局の報道体制と新たな取り組み

などについてお話しいただきました。当日は新年恒例の賀詞交歓会も

開催いたしました。 

 

まず、一昨年暮れより弊社を巡る一連の騒動で、皆様には大変なご迷惑、ご心配をおかけ

したことをこの場をお借りして深くお詫びいたします。いま、弊社ではガバナンスの強化

とコンプライアンスの徹底といった「再生改革」と単にコンテンツや体験の場を提供する

だけでなく、それらを通じて人々の生活を豊かにするソフト面の価値を生み出す「コンテ

ンツカンパニー」への進化という 2 つのことを進めています。 

フジテレビ報道局は、「報道」「取材」「ニュースコンテンツ」「報道業務推進」の 4 センター

体制で運用されている。なかでも現場の最前線を担う「取材センター」には、政治、社会、

経済、国際の 4 部を配置。経済部では市場動向から企業の不祥事までをカバーし、国際部で

はワシントン、ニューヨーク、北京など世界主要 10 都市に支局を構え、独自の取材網を維

持している。各支局には 1~3 人の特派員が駐在している。 

報道局が制作する番組は、以下の 3 番組。 

 Live News days（11:30～）：昼の最新動向を網羅 

 Live News イット!（15:42～）：夕方の生活者視点を重視 

 Live News α（23:30～）：ビジネスニュースを軸に展開 

特に「α」では若手ビジネスパーソンを主眼に置く一方、番組作り全般においても、深刻化する

「テレビ離れ」への対抗策として、中高生層までをターゲットに含めた幅広いファン層の獲得に

注力しているところだ。 

昨年 6 月の局⾧就任以降、新たに以下の 3 つの専門チームを新設した。 

1. 調査報道統括チーム 若手も含めた取材記者が自ら社会課題を発掘し、取材するというもの。

1 月 8 日に配信された「マンション空駐車場問題」は、地上波のみならず YouTube 等のネ

ット上でも大きな反響を呼び、新たな報道の形を示したと考えている。 

2. 災害対策チーム 報道機関の真価が問われる「命を守る報道」を最優先事項と考え設置した。 

3. 職場環境向上チーム 持続可能な報道体制を維持するため、組織内部の質的向上を図るため

に設けた。 

記者にとって、他社に先駆けた「特ダネ」は最大の原動力であり、評価の指標だ。しかし昨今、

こうした競争が「オールドメディア内の功名争い」に過ぎないという厳しい批判があることも認

識している。自ら取材し、真贋を確かめた情報を提供することこそが報道機関の使命と考えてい

る。今後も、視聴者にとって真に価値ある情報を届け続けられるよう注力していきたい。 
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